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里山からつながる安曇野共生プロジェクト
経済、社会、環境の３側面の好循環を生むモデル事業の
中核を担う、里山再生活動「さとぷろ。」。４つのプロジェ
クトのもと里山で楽しむイベントの企画・運営など、里
山との関りを深める活動をしています。安曇野の里山に
多くの人が集い、楽しみ学ぶ、保全するなどの体験から
安曇野の里山に携わるきっかけづくりや体制整備を進め
ています。

環境
ニホンザル追い払い隊に
よる野生鳥獣との共存
西山山麓のサルによる被害を
食い止めるため「ニホンザル
追い払い隊」を組織し野生鳥
獣との共存を図っています。
これによりずっと守るべき田
園風景や山の保全につながり
人と自然が共生できる安曇野
を作ります。
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東部アウトドア拠点の構築
明科地域の活性化を目的にアウトドアスポーツ
の拠点となる施設整備に向けて計画的に事業
を進めています。同時に前川周辺でカヌーや
ラフティングなどのスポーツに親しむイベン
トなども開催。にぎわいの創出がやがて地元
回帰、人口増加につながっていきます。

認定こども園で自然保育体験入園
安曇野へ移住を検討している人を対象に本年６月か
ら自然保育体験入園をスタート。安曇野ならではの
自然を生かした特色のある保育に加え園周辺の住民
との交流や地域の魅力を実際に感じることができま
す。安曇野への移住を増やすと共に未来を支える子
どもたちの感性を磨きます。
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ニホンザル追い払い隊やさとぷろ。サポーター
として、里山の保全活動などを行っている三宅
さんに思いを聞きました。

かなりの熱量で活動を重ねてきたことで、群れ
ごとの特徴や逃走ルートをほぼ把握できていま
す。緩急つけた追い方でサルの群れの意表を突く
フォーメーションを組み、点ではなく面で追うこ
とで逃走方向を制限するなど、戦略的な追い方で
想定どおりにサルを移動させることができるよ
うに。とは言え、野生動物との駆け引きに裏をか
かれることもありますが、そんな時、近所の皆さ
んの情報提供や「おつかれさま」「がんばって！」
などの声援がエネルギーとなっています。
また、さとぷろ。では、クマ回避を目的とした緩
衝帯づくりの樹木伐採に取り組んだことがありま
すが、山と里の境界を明確にすることは、野生動
物との共存で重要なこと。このような組織的な取
り組みに加え、人にとっては廃棄物でも、野生動
物にとっては魅力的なエサとなります。それらを
置かないなど、一人一人が小さな行動を実践する。
こうした積み重ねが、安曇野の自然と暮らしを守
る未来へとつながっていくと考えています。

ニホンザル追い払い隊の活動を行う三宅さん


